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広相おおず 2∞57月号
母子福祉・在宅福祉

母

子

福

キ止

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格

①
受
給
者
と
な
る
た
め
の
要
件

父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
親
ま
た

は
母
親
に
代
わ

っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
対
し
て
児
童
扶
養
手
当
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
受
給
者
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

②
手
当
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

日
歳
未
満
の
児
童
(
年
度
内
有
効
)

ま
た
は
加
歳
未
満
で

一
定
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
で
次
の
ア
ー
ク
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

父
母
が
死
亡
し
た
児
童

父
親
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

ウイ

エ

父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

オ

父

親

が

引
続
き
l
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

カ
父
親
が
引
続
き
1
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

キ

母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

ク
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人

は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
支
給

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
年
3
回

(
4

月、

8
月
、
は
月
)
前
月
分
ま
で
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

現
況
届
(
毎
年

8
月
1
日
1
8
月
白
日
)

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
8
月
に
前

年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況
屈

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
年
間
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全
員

の
載

っ
た
住
民
票
一
(
謄
本
)
、

所
得

証
明
、
診
断
書
な
ど
の
提
出
が
必
要

で
す
。

手
当
月
額(
平
成
げ
年
4
月
1
日
現
在
)

・
児
童
一
人
の
場
合

全
部
支
給
額

4
1
、
8
8
0
円

一
部
支
給
額

4
1
、
8
7
0
円
1
9、
8
8
0
円

。
児
童
2
人
目
の
場
合

5
、
0
0
0
円
加
算

。
児
童
3
人
目
か
ら
の
場
合

一
人
増
す
ご
と
に

3
、
0
0
0
円
ず
つ
加
算

。
支
給
額
の
改
定

①
手
当
額
は
物
価
変
動
に
応
じ
て

毎
年
4
月
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

②

支

給

期

間

5
年
ま
た
は
支
給
要

件
該
当
か
ら
7
年
を
経
過
し
た
と

き
は
、
手
当
の
支
給
が

一
定
割
合

(
2
分
の

l
以
内
)

制
限
さ
れ
ま

す
。
(
身
体
障
害
者
な
ど
一
定
事

由
の
あ
る
場
合
を
除
く
)

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
社
会
福
祉
課
庶
務
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
1
8
4
)

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課宮
@
1
1
1
1

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課宮
@
2
3
4
0

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課宮
@
2
1
1
1

母
子
家
庭
を
支
援
し
ま
す

-
母
手
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業

j
母
子
家
庭
の
母
の
職
業
能
力
の
向

よ
と
求
職
活
動
の
促
進
を
図
る
だ

め
の
自
立
支
援
事
業
j

1

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

対
象

母
子
家
庭
の
母

雇
用
保
険
加
入
期
間

3
年
未
満
の

人
に
対
し
て
、
市
な
ど
が
指
定
し
た

教
育
訓
練
給
付
講
座
の
受
講
費
用
の

4
割
相
当

(上
限
却
万
円

・
下
限

8
千
円
)
を
給
付
し
ま
す
。

2

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

対
象

母
子
家
庭
の
母

看
護
師

・
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
の
高
度

な
技
能
取
得
の
た
め
に

2
年
以
上
養

成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、
最
終
の

3
分
の

1
の
期
間
(
ロ
ヵ
月
を
上
限

と
す
る
)
叩
万
3
千
円
以
内
(
月
額
)
を

支
給
し
、
生
活
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

3

常
用
雇
用
転
換
奨
励
金

対
象

雇
用
主

臨
時
・
パ

l
ト
雇
用
・
労
働
者
と

し
て
雇
用
し
、
職
場
内
研
修
実
施
6

カ
月
後
に
常
用
雇
用
労
働
者
に
雇
用

転
換
し
た
場
合
、
雇
用
主
に
奨
励
金

叩
万
円

(1
人
当
た
り
)
を
給
付
し

ま
す
。

給
付
手
続
き

事
前
に
、
所
要
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
本
庁
社
会
福
祉

課
(
母
子
自
立
支
援
員
)
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
!

母
子
家
庭
を
支
援
し
、
自
立
で
き

る
よ
う
母
子
自
立
支
援
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

母
子
自
立
支
援
員
勤
務
日

《月

i
金
曜
日
》

本
庁
社
会
福
祉
課

E
@

2
1
1
1
(内
線
1
8
5
)

2一一一一

区
山
鷹
崎
直
県
内
同
協
陪
」

近
年
、
カ
ワ
ウ
の
生
息
数
や
生
息

地
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
内
水
面
漁

業
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。
肱
川
で
も
印
年
ほ
ど
前
か
ら
カ

ワ
ウ
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
こ

こ
数
年
で
カ
ワ
ウ
が
急
速
に
増
加

し
、
平
成
同
年
に
は
約
7
0
0
羽
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
組
合
で
は
、
カ
ワ
ウ
に
ア

ユ
な
ど
の
魚
を
捕
食
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
肱
川
本
流
や
支
流
に

テ
グ
ス
(
透
明
な
ナ
イ
ロ
ン
糸
)
を

張
っ
て
い
ま
す
。
テ
グ
ス
は
高
い
位

置
に
設
置
し
て
お
り
、
安
全
面
に
つ

い
て
は
十
分
考
慮
し
て
い
ま
す
が
、

川
へ
出
か
け
る
時
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

テ
グ
ス
の
設
置
場
所

肱
川
本
流
・・・・・
・長
浜
大
和
橋

1
肱
川

町

約
叩
カ
所

矢
落
川
:
・
:
新
谷
松
ヶ
花

1
新
谷
雫

約
加
カ
所

河
辺
川
・

:・肱
川
町
京
造
橋
付
近
お

よ
び
岩
谷
橋
付
近

2
カ
所

設
置
期
間

現
在

i
u
月
末
日

問
い
合
わ
せ
先

肱
川
漁
業
協
同
組
合
E
@
2
4
1
0



広鰻おおぜ 2∞57月号
特別弔慰金

在

宅

福

本止

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

一
定
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童

(
却
歳
未
満
)
を
扶
養
す
る
父
母
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人

支
給
要
件

①

障

害

児

(
初
歳
未
満
)
が
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

②

障

害

児
(
却
歳
未
満
)
が
施
設

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

(
障
害
程
度
に
よ
り
異
な
る
)

①

1
級

5
o，
9
0
0
円

②

2
級

3

3
，

9
0
0
円

手
当
の
支
給

毎
年
4
、
8
、
は
月
の
3
期
に
分
け

て
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

受
給
資
格
者

重
度
障
害
者
(
初
歳
以
上
)
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

支
給
要
件

重
度
障
害
者
(
却
歳
以
上
)
が
施

設
入
所
ま
た
は
入
院
(
3
ヵ
月
超
)

し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

2

6
，

手
当
の
支
給

毎
年
2
、
5
、8
、
日
月
の
4
期
に
分

け
て
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

5
2
0
円

障
害
児
福
祉
手
当

受
給
資
格
者

重
度
障
害
児
(
却
歳
未
満
)
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
人

支
給
要
件

①
重
度
障
害
児
(
初
歳
未
満
)
が

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

②

重
度
障
害
児
(
却
歳
未
満
)
が

施
設
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

1

4
，
4
3
0
円

手
当
の
支
給

毎
年
2
、

5
、
8
、
日
月
の
4
期
(
前

月
ま
で
の
分
を
支
給
)

毎
年
、
届
出
が
必
要
で
す
l

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害

者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
の
受
給

者
は
、
毎
年
必
ず
定
め
ら
れ
た
期
限

内
に
所
得
状
況
な
ど
の
現
況
を
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
7
9
)

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課E
@
1
1
1
1
 

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課E
@
2
3
4
0
 

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課宮
@

2
1
1
1

国
で
は
戦
後
印
周
年
に
あ
た
り
、

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
に
弔

慰
の
意
を
表
す
た
め
、
特
別
弔
慰
金

を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
の
方
法
】

特
別
弔
慰
金
は
、

戦
没
者
1
人
に
つ
い
て
、
額
面
剖
万

円
の
国
債
で
支
給
さ
れ
、
平
成
四
年

か
ら
幻
年
ま
で
の
叩
年
間
に
わ
た
っ

て
毎
年
4
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
の
条
件
】

特
別
弔
慰
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
満
州
事

変
(
昭
和
6
年
9
月
日
日
)
以
後
の

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
人
で
す
が
、

今
年
4
月
1
日
現
在
で
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

【
支
給
の
対
象
者
】

特
別
弔
慰
金
は
、

主
と
し
て
次
の
遺
族
の
う
ち
、

順
序

に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
人
1
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
①
今
年
4
月
l

日
ま
で
に
弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債

券
)
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②

戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
宍
ぷ
母
、

①
孫
、
@
祖
父
母
、
⑪
兄
弟
姉
妹
(
婚

姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り
今
年
4
月
1

日
に
氏
が
変
わ
っ
て
い
る
人
は
除
か

れ
ま
す
。
)
④
上
記
③
以
外
の
①
父

母
、
①
孫
、
@
祖
父
母
、
⑪
兄
弟
姉

妹
⑤
①
か
ら
④
以
外
の
3
親
等
内

の
親
族
(
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
ま
で

引
き
続
い
て
1
年
以
上
生
計
を
と
も

に
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。
)

【請
求
の
期
限
】

請
求
は
平
成
却
年

3
月
別
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
ま
で
に

請
求
し
な
い
と
受
給
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
窓
口
】

大
洲
地
区
に
住
む
人

は
大
洲
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
、
長
浜
地
区
に
住
む
人
は
長
浜
支

所
市
民
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、
肱
川

地
区
に
住
む
人
は
肱
川
支
所
市
民
福

祉
課
(
保
健
セ
ン
タ
ー
内
)
社
会
福

祉
係
、
河
辺
地
区
に
住
む
人
は
河
辺

支
所
市
民
福
祉
課
老
人
福
祉
係
が
受

付
窓
口
で
す
。

大
洲
地
区
に
つ
い
て
は
次
の
日
程

で
請
求
の
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

請
求
書
の
用
紙
は
備
え
て
あ
り
ま
す

が
、
他
に
戸
籍
抄
本
な
ど
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

宮

@

2
1

1
1

(
内
線
1
7
7
)

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課E
@
1
1
1
1
 

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課宮
@

2
3
4
0

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課E
@

2
1

1
1
 

地区 相談日 場 所

平 野 8月18日同 平野連絡所

南久米 8月19日幽 南久米連絡所

菅 田 8月24日嗣 菅 田連絡所

大 ) r I 8月29日開) 大川連絡所

杉H 沢 8月31日嗣 柳沢連絡所

新 谷 9月20日ω 新谷連絡所
善 9月22日附 三善 連絡所一

八 多喜 9月26日伺) 八多喜連絡所

上 須戒 9月29日同 上 須戒連絡 所

肱 南 10月21日幽 市 t笠 所

久 米 10月24日開) 久米公民館

肱 北 10月26目。1<) 肱北公民館

喜 多 10月28日幽 総合福祉センター

平 10月31日開) 平 公 民 皇官

大洲地区特別弔慰金請求の相談日

一一一 3



広組おおぜ

受賞者の紹介

2∞57月号

お
め
℃
と
う
ご
ざ
い
ま
す

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
水
防
管
理
団
体
連
合
会
長
表
彰

大
洲
市
消
防
団

主
主
計
状

え
州
市
号

符

凶

且

え
A
d
&
T
J
ヘ
主
九
手
パ
居
合
J
A

事
白fv
s
K
A
O
点、

伶
Ih

v
h内川
H

伯、て

が
方
法
h
n
ξ
予
'p
k
-古
訓
汚

A
t

ふ
た

d
a
h
hム

n''代川
陣
内
訴
苦
て

ゐ
低

n
H託
手
O
L
r
λ
T晶、

i
f

-
-
λ
i五
4
1
r

-ヘ&宅
L

A
-
-L
a

会
川
れ
T
U
V
Ri
J
H
之、る

b
A
泊

伊

内

ME'
a

河

川

功

労

者

表

彰

肱
川
流
域
水
中
め
が
ね

(写真左)
(写真右)

芳教
啓萱

坂本
井関
長
長ム云

会
副 忠

昨年8月の台風16号による出水に際して一致
団結して水防活動を行い、水害防止に努めた功

績に対して5月11日、表彰状が贈られました。

山本団長

河川の自然保護、環境学習、河川愛護などの

積極的な活動が評価され、船日本河川協会から

5月25日、表彰状が贈られました。

第
羽
田
愛
媛
県
し
い
た
け
共
進
会

(
県
・
県
森
林
組
合
連
合
会
主
催
)
が

5
月
お
日
、
愛
媛
県
武
道
館
(
松
山
市
)

で
聞
か
れ
、
し
い
た
け
の
品
質
や
、
ほ

だ
木
(
し
い
た
け
生
産
用
木
)
の
育
成

状
況
が
優
良
で
あ
っ
た
と
し
て
、
次
の

皆
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
・
林
野
庁

長
官
賞
に
輝
い
た
の
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
内
生
産
者
が
入
賞
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

農林水産大臣賞

【箱物の部]

増田勝敏 (豊茂)

林野庁長官賞

[特選物の部・箱物の部]

梅岡芳夫(恋木)

林野庁長官賞

[箱物の部】

中嶋正一 (柴)

出

向

ミ

荷

山

詰

日

豊

t
E」
立
ロ

/
t
、

'

長
の
一

二

貯
醐
恭

j
o

叩
川
町
腿

農林水産大臣賞

[1まだ木育成の部]

菊地 徹(長谷)

h
F

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

E
E
ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

聞
出

通
信
制
大
学
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

司
凶

な
年
代
や
職
業
の
皆
さ
ん
の
ニ

同
盟
l
ズ
に
応
え
る
科
目
を
3
6
o

'
温

以
上
用
意
し
て
い
ま
す
。
大
学

F
E
や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
1
科

E
M
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン

回
目
』

ス
で
す
。

同
副

《教
養
学
部
》

四
日
圃

O
科
目
履
修
生
:
:
:
6
ヵ
月
在

哩
畠

学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履

-・
修

'Z
O選
科
履
修
生
:
:
:
1
年
間
在

官
厄

学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履

胴

Ha
修

硬
い益

O
全
科
履
修
生
:
:
・

4
年
以
上

円
凶

在
学
し
、
学
士
の
学
位
の
習

回
目

得
を
目
指
す
。

a司
※
選
択
・
課
目
履
修
生
は
、
日

お届けします~

好評発売中!!
郵便局では、だ古いま平成17年用暑中見舞用郵便葉書を発売しています。

種類は、裏面lこ夏らしいイラストを配しだ絵入り 2種類 (r夏雲湧<ラ
ベンダー畑JrきんぎょJ)のほか、 「無地J、パソコン愛犯者lこ妬評をい
ただいているIインクジェッ卜紙」、くぼみ入り葉書も発売します。価格は、
いずれも1枚目円です。

r 司 T
お
友
達

~暑い夏に 涼しい使句

暑中見舞用はがき

歳
以
上
。
同
歳
以
上
で
大
学
入

学
資
格
の
あ
る
人
は
、
全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
卒
業

す
る
と
学
土
の
取
得
が
で
き
ま

す
。
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《大
学
院
》

O
修
士
科
目
生
・

:
-
6
ヵ
月
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

O
修
土
選
科
生
・・・
・・・
1
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

※
日
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
。

募
集
締
切
日

現
在
受
付

1
8
月
白
日
(
水
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
内
放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー
(
松
山
市
)

宮

0
8
9
・9
2
3
・8
5
4
4

放
送
大
学
ホ

l
ム
ペ
l
ジ

E
G
一ミヨヨヨ
-ct9HH・

R
-]む

「きんぎょ」

お楽しみのくじの抽せん日は9月4日(日)。賞品は次のとおりです。

等 級 | 内容(予定) I当せん割合 |当せん本数
夏のおだより賞 l酬の特産品小包 11万本山本 125，1時

「ふみの日j
小型切手シート

親しいお友達、遠く離れたあの人への夏だよりに……
ぜひご利用ください! ! 

【問い合わせ先】 大洲郵便局 824-3830 
ゅうびんホームページ:http://www.post.japanpost.jp/ 

車、

3墨
く
離
れ
た
あ
の
人

~ 
「夏雲湧くラベンダー畑J

4一一一一

7，509，00日本100本|こ 3本切手シート賞



広帽おおぜ 2∞57月号
河川愛護月間

7月は「河川愛護月間J7
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す

清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
恵
ま
れ
た

河
川
は
、
地
域
社
会
に
憩
い
と
潤
い

を
与
え
る
と
と
も
に
、
環
境
守
つ
く
り

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
近
年
都
市
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
河
川
空
間
へ
の
住
民
期
待
は
高
ま

る
一
方
で
す
。
「
川
は
美
し
い
も
の
」
、

「
親
し
み
の
あ
る
も
の
」
そ
ん
な
考

え
が
十
分
人
び
と
に
行
き
渡
る
よ
う

に
、
昭
和
羽
年
以
来
豊
か
で
住
み
よ

い
国
土
建
設
を
推
進
す
る
た
め
、
毎

年
7
月
を
「
河
川
愛
護
月
間
」
と
定

め
、
こ
の
月
間
中
に
河
川
愛
護
の
思

想
を
広
げ
、
河
川
を
常
に
安
全
で
美

し
く
利
用
し
、
管
理
す
る
気
運
を
高

め
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

運
動
は
、
「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ
、

心
に
ゆ
と
り
」
の
推
進
標
語
を
も
と

に
、
国
土
交
通
省
・
県
・
市
な
ど
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
お
よ
び
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

'05大洲夏季大学開講-!
いつも明るく元気に活躍されている、西川きよしさんを

迎えての講演会です。芸能生活40年を超える、きよしさん

の「泣き笑い人生Jをたっぷりと語っていただきます。
ぜひとも皆様のご来場をお待ちしております。

祝・大洲城 i10万人突破!
~5):l 6日、大洲城の来場者が10万人を達成しまし左。

7月31日(日)

開場午後1時、開会

【場所】 大洲市民会館大ホール

【講師】 西川きよし

【演題】 「福祉は、わが家からJ
【聴講料】 一律 1，000円

【販売開始】 7月4日(月)

【聴講券取扱所】 大洲市教育委員会・各支所教育課・旧大

洲市内の各公民館

大洲市教育委員会生涯学習課

824-1735 

大洲市立体駐車場・大洲小学校をご利用

午後l時30分
時】【日

日
万
人
目
の
来

場
者
と
な
っ
た
東

京
都
文
京
区
在
住

の
寺
岡
洋
和
さ
ん

(
却
歳
)
は
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
利
用
し
、
松

山
市
に
帰
省
し
て

お
り
、
父
親
の
賢

三
さ
ん
(
臼
歳
)

と
大
洲
城
の
見
学

に
訪
れ
て
の
出
来

事
と
な
り
ま
し

た。
寺
岡
さ
ん
は
、

天
守
閣
前
に
設
置

さ
れ
た
「
祝
大
洲

城
山
万
人
達
成

【問い合わせ先】

※駐車場は、

ください。

西
川
き
よ
し
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
引
年
高
知
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
巴
入
り
、

横
山
や
す
し
と
漫
才
コ
ン
ビ
を
組
み
東
西
ナ
ン
バ

ー
フ
ン
の
実
力
と
い
わ
れ
た
。
昭
和
引
年
巴
参
議

院
議
員
巴
当
選
後
、
福
祉
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
活
動
。
平
成
川
年
度
巴
議
員
を
引
退
し
、
現
在

は
タ
レ
ン
ト
と
し
て
精
力
的
巴
活
躍
中
。

風
光
明
掘
で
す
。
高
校
生
の
と
き
に

来
た
と
き
よ
り
も
町
が
拓
け
て
い
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

復
元
さ
れ
た
大
洲
城
天
守
閣

は
、
昨
年

9
月

1
日
に
オ
ー
プ
ン

し
、
え
ひ
め
町
並

博

2
0
0
4
、
ポ

コ
ペ
ン
横
丁
、
思

ひ
出
倉
庫
な
ど
の

開
催
に
よ
る
宣
伝

効
果
な
ど
も
あ
り
、

予
定
よ
り
も
早
い

印
万
人
達
成
と
な

り
ま
し
た
。

日
」
の
横
断
幕
を
前
に
驚
い
た
表
情

で
、
大
森
市
長
か
ら
認
定
証
や
大
洲

城
関
連
グ
ッ
ズ
を
受
け
取
り
、
「
家

族
か
ら
も
城
の
復
元
の
こ
と
は
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
大
洲
城
は
立
派
で

し
た
。
大
洲
は
、
自
然
も
き
れ
い
で

一一一一 5



広幅おおぜ

「オレンジ、ロードJ
2∞57月号

花いっぱい

}首酪ボヲンティY活到
Iオしンジロードlに参加して
あなたt、道路を美しくしζみませれか!
南予のラヨ子7~ラ.インである一般国道56号の美化活動の取σ組再が国

道j線で活発に行われています。大洲市内でもこの活動を教育の一環

として取り式~れ、J舌動に参加している平小学校を紹介します。

「オ
レ
ン
ジ

ロ
l
ド
」
は
、
国
土

交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
が
、

所
管
す
る
一
般
国
道
日
号
(
内
子
町

i
愛
南
町
)
の
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
愛
称
名
で
す
。
こ
の
活
動

は
、
平
成
日
年
叩
月
に
印
団
体
約

1
3
0
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
調
印
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現

在
、
住
民
団
体
、
学
校
、
企
業
な
ど
、

位
団
体
(
内
学
校
関
係
叩
校
)
、
約

2
2
0
0
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ

の
活
動
が
広
が
り
、
美

し
い
花
が
咲
き
ゴ
ミ
の
無
い
美
し
い

南
予
路
と
な
る
よ
う
に
市
民
の
皆
さ

ん
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

大
洲
市
内
の
小
学
校
と
し
て
は
平

小
学
校
が
参
加
し
て

2
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
昨
年
は
コ
ス
モ
ス
や
菜
の

花
栽
培
を
東
大
洲
の
高
架
下
で
行
い

ま
し
た
。

今
年
は
、
綿
の
栽
培
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
綿
は
普
段
の

生
活
で
衣
類
や
食
用
油
の
材
料
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

洲
市
内
の
小
学
校
で
の
綿
の
栽
培
事

例
も
少
な
く
、
小
学
生
に
と
っ
て
非

常
に
珍
し
い
体
験
と
な
り
ま
す
。

4
月
幻
日
午
前
叩
時
、
平
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
オ
レ
ン
ジ
ロ
1
ド
の
園

芸
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
武
井
道
夫
先
生

と
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
の
職
員
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
、
平
小
学
校
3
年
生

以
上
の
生
徒
2
0
0
人
を
前
に
栽
培

方
法
を
説
明
を
し
た
後
、
苗
作
り
す

る
た
め
の
ビ
ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト
に
種
蒔

き
を
し
ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト
で
育
て
ら
れ
た

苗
は
6
月
8
日
に
大
洲
道
路
高
架
下

に
植
え
替
え
ら
れ
、

7
月
か
ら

8
月

に
か
け
て
淡
い
黄
色
の
花
が
咲
き
、

山
月
下
旬
か
ら
日
月
下
旬
に
は
収
穫

を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

収
穫
さ
れ
た
綿
毛
は
、
置
物
ざ
ぶ

と
ん
な
ど
を
作
る
材
料
と
し
て
利
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
お
う
と

す
る
団
体
は
、
活
動
区
域
や
活
動
内

容
を
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
大
洲
河

川
国
道
事
務
所
へ
提
出
し
ま
す
。

そ
の
後
、
実
施
団
体
と
し
て
認
定

さ
れ
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

協
定
を
交
わ
し
た
団
体
に
は
清
掃
用

具
や
花
の
苗
な
ど
が
支
給
さ
れ
清
掃

や
花
壇
づ
く
り
な
ど
の
活
動
が
開
始

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

愛
南
町

1
吉
田
町
の
担
当

宇
和
島
国
道
出
張
所

E
0
8
9
5
@
3
4
1
9
 

西
予
市
1
内
子
町
の
担
当

大
洲
国
道
出
張
所

E
@
3
2
5
3
 

一泊
一
夫
測
市
民
吹
奏
家
園

一和
一

定
期
演
表
会
開
催

私
た
ち
は
大
洲
市
を
拠
点
に
、
音

楽
好
き
の
社
会
人
約
叩
人
で
音
楽
活

動
を
行
っ
て
い
る
吹
奏
楽
団
で
す
。

「
新
大
洲
市
」
に
な
っ
て
初
め
て
の

定
期
演
奏
会
と
い
う
こ
と
で
、
団
員

一
同
、
張
り
切
っ
て
練
習
を
し
て
い

ま
す
。み
な
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

日

時

8
月
幻
日
(
土
)

開

場

午

後

6
時
叩
分

開

演

午

後

7
時

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

ら
く
さ
ぶ
ろ
う

第

l
組
曲
(
ホ
ル
ス
ト
)

愛
し
の
デ
ュ

l
ク
な
ど

一
般
5
0
0
円
(
当
日
券

場

所
司

会

演
奏
曲

入
場
料

7月1目(金)は正午から無料開放
開園期間 7月1日(金)~ 8月31日(水)

開園時間 午前9時30分~午後5時

料 金大人 360円、中・高校生 260円
小学生 210円、幼児(4歳以上)100円

連絡先 運動公園プール(平野) 324-4704 
50メートルプールや幼児プール、水しぶきを上げて滑り
降りるスライダープール、 川のように流れる流水プール
までいろいろあります。

プールヘレッツゴー!

6一一一

平野運動公園

あ
り
)
、
小
学
生
以
下
無
料

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
民
吹
奏
楽
団
代
表
原
田

宮

0
9
0
・4
9
7
3
・7
1
9
9

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

E
G・
ミ

B
O
B
σ
ゆ
門
印
・

moo-
ロ∞
-z
~

FOBmw~oguE
 



広繍おおず 2∞57月号
うどんの里めぐり

豊
か
な
自
然
と
農
襲
と
友
胞
の
輪

5
月
日
日
、
蔵
川
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に

「
食
」
と
「
農
」
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
田
植

体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
験
学
習
は
、
愛
媛
県
が
主

体
で
あ
る
「
え
ひ
め
食
農
教
育
推
進

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
ゃ
消
費
者
に
食
料
の
生
産
と
供
給

を
農
業
や
農
村
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
県
内

の
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
立
蔵
川
小
学
校
の
児
童
口

人
と
伊
方
町
立
水
ケ
浦
小
学
校
の

5
・6
年
生
お
人
は
、
小
学
校
の
約

2
0
0
2m
の
実
習
田
を
利
用
し
て
、

児
童
自
ら
の
手
に
よ
る
も
ち
米
の
田

植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。
蔵
川
地
区

は
、
大
洲
藩
主
の
献
上
米
を
作
っ
て

い
た
地
域
の
一
つ
で
、
現
在
で
も
豊

か
な
水
と
山
間
地
特
有
の
昼
夜
の
温

度
差
を
利
用
し
た
お
い
し
い
米
作
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
地

区
内
の
田
植
え
が
ほ
と
ん
ど
終
り
を

迎
え
た
こ
の
時
期
に
、
実
習
田
に
作

付
け
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

伊
方
町
は
み
か
ん
な
ど

か
ん
き
つ
類
の
栽
培
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
内
に
は
水
田

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め

水
ケ
浦
小
学
校
の
児
童

に
と
っ
て
は
、
今
回
が

初
め
て
の
田
植
体
験
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
泥
に
足
を
取
ら
れ

倒
れ
そ
う
に
な
る
場
面
も
あ
り
、
悪

戦
苦
闘
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

蔵
川
地
区
老
人
会
の
皆
さ
ん
も
農

業
体
験
の
指
導
者
と
し
て
参
加
し
、

熱
心
に
子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
答
え

た
り
、
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
「
土

の
感
触
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
初
め

て
の
田
植
え
で
楽
し
か
っ
た
。
老
人

会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
う
ま
く
い

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
米
は
、

9
月
下
旬
頃
に
刈
り

取
り
を
迎
え
ま
す
が
、

日
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
水
ケ
浦
小
学
校
で
の
み

か
ん
の
収
穫
体
験
の
時
に
、
蔵
川
小

学
校
が
お
も
ち
と
し
て
持
参
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
間
地
で
育
っ
た
お
い
し
い
も
ち

米
と
沿
岸
部
で
育
っ
た
甘
い
み
か
ん

で
お
互
い
の
収
穫
を
分
け
合
い
、
友

情
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

会
の
始
ま
り
は
、
炭
焼
き
を
行
い
、

炭
焼
き
を
楽
し
む
趣
味
の
会
と
し
て

地
元
の
人
口
人
が
集
ま
り
、
平
成
凶

ま
つ
ひ
ら
た
だ
し

年
4
月
に
松
平
忠
会
長
を
中
心
と

し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
出
来
上
が
っ
た
炭
を
使
っ
て
近

所
の
皆
さ
ん
に
何
か
も
て
な
し
を
し

た
い
」
と
い
う
純
粋
な
気
持
が
始
め

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
の
目
玉
は
、
機
械
を

一
切

使
わ
ず
に
作
る
「
手
打
ち
う
ど
ん
」

で
す
。会
員
で
あ
り
、
う
ど
ん
作
り
名
人

と

よ
あ
き

の
浅
野
十
代
明
さ
ん
が
、
本
場
で
あ

る
香
川
県
内
の
有
名
う
ど
ん
庖
の
試

平
野

え
ん
ゅ
う
か
い

煙
友
会

長
一
ム
立忠平

/'
松

食
や
小
麦
粉
や
水
分
の
量
な
ど

を
研
究
し
、
試
行
錯
誤
の
末
、

コ
シ
の
あ
る
ツ
ル
ツ
ル
と
し
た

う
ど
ん
を
作
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

森
林
に
固
ま
れ
、
釜
の
沸
き

た
つ
湯
の
中
で
真
っ
白
い
う
ど

ん
が
回
転
す
る
様
子
は
、
踊
っ

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
て
き
ま

す
。
湯
が
き
あ
が
っ
た
う
ど
ん

を
そ
の
ま
ま
で
食
べ
る
釜
揚
げ

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す

が
、
冷
た
い
水
で
絞
め
て
い
た

だ
く
と
一
層
の
コ
シ
を
出
し、

う
ま
さ
が
倍
増
し
ま
す
。

訪
れ
る
人
は
、
熱
い
う
ど

企煙友会

ん
や
冷
た
い
う
ど
ん
の
い
ず
れ
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
浅
野
さ
ん

か
ら
作
り
方
を
教
わ
る
人
も
い
ま
し

た。
お
腹
も
一
杯
に
な
り
参
加
し
た
皆

さ
ん
の
口
元
か
ら
笑
い
声
が
こ
ぼ

れ
、
会
場
は
和
や
か
な
ム

l
ド
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、

日
滞
の
つ
つ
じ
ま
つ

り
や
平
野
公
民
館
主
催
の
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
で
の
実
演
販
売
が
評
判
と
な

り
、
煙
友
会
の
う
ど
ん
フ
ァ
ン
は
底

辺
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ほ
う

し

の

毎
月
7
日
、
平
野
町
保
子
野
で
参

加
料
2
0
0
円
の
予
約
制
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

浅野十代明さん....うどん名人
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2∞57月号広縄おおず

農業委員選挙の投票

.立候補届出日および場所

7月3日(日)

午前8時30分から午後5時まで

第 1~3 選挙区 大洲市役所2階大ホール

第4選挙区 長浜支所2階会議室

第 5選挙区 肱川支所3階会議室

.期日前投票期間・場所

7 月 4 日(月)~ 7月9日(土)まで

午前8時30分から午後8時まで

※選挙区外の期日前投票所では投票できませんのでご

注意ください。

第 1~3 選挙区
(旧大洲市内に居住する人)

第4選挙区
(旧長浜町内に居住する人)

第5選挙区
(旧肱川町内に居住する人)

第5選挙区
(旧河辺村内に居住する人)

.選挙会(開票)の日時・場所

7月10日(日)

第 1~3 選挙区

第4選挙区

第5選挙区

【問い合わせ先】

市選挙管理委員会

市役所2階大ホール

長浜体育館1階会議室

肱川支所3階会議室

河辺支所2階会議室

午後9時30分から

午後8時50分から

午後9時00分から

大洲市役所2階大ホール

長浜体育館2階大ホール

肱川公民館3階集会室

* 農業委員は農業者の代表です
女 こんな人を選びましょう。農業のことをよく知り、農業者の利益を守る人。人格が円満で、しかも正義感が強く公正な人。実行力に富み、すべての仕事に積極的に取り組む人
女投票できる人。農業委員選挙の選挙権を有し、大洲市農業委員会委
員選挙人名簿に登録されている人

* 選挙区{区域}と委員定数
第 l選挙区(大洲)

第 2選挙区(平野・南久米・菅田・大}11) 

第3選挙区(柳沢・新谷・ 三善・八多喜・上須戒)

第4選挙区(目長浜町)

第5選挙区(旧肱川町 ・旧河辺村)

計

女選挙の日程
.投票日

7月10日(日)午前7時から午後8時まで

※一部閉鎖時間の繰上げあり 八 ⑧ぬα!xs@
-tf日(日) 匂ふ趨(えみ碩タ雪
・立候補届出説明会 人主勿~~感心 哩J~
6月20日(月) ] r斤が
午前10時から ー①来日応早単恕単品
大洲市役所2階大ホール

人

人

人

人

人

人

4

7

7

6

6

m

 

824-2111 (内線329)

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
滋
法
⑥

神
伝
流
(
主
馬
流
)
泳
法
の
免
状
は
、

第

7
代
伊
東
祐
根
が
松
山
で
授
与
し
た

の
が
最
初
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
第

1
号
は
正
岡
子
規
の
曽
祖
父
正

岡
次
郎
兵
衛
直
衛
宛
で
し
た
。
彼
は
免

許
2
年
後
「

1
8
0
2
年

3
月
日
目、

オ

カ

チ

水
練
に
よ
く
励
ん
だ
と
し
て
御
歩
行

に
召
し
出
さ
れ
る
。
御
切
米
八
石
三
人

フ

チ

j

d

扶
持
」
〔
子
規
博
だ
よ
り

W
9
・
4
「
正
岡

家
系
」
の
新
事
実
よ
り
〕
。
松
山
藩
で
は

学
問
や
武
芸
の
資
格
を
得
た
者
を
藩
士

に
登
用
す
る
制
度
が
あ
り
、
松
山
叢
談

の
文
政

5
年

(
1
8
2
2
年
)
の
記
事

「
新
五
右
衛
門
嫡
子
和
田
新
之
丞
(
剣
槍

免
状
水
練
中
段
)
平
大
夫
嫡
子
伊
藤
左

オ
オ
コ
シ
ョ
ウ
パ
ン
イ
リ
オ
オ
セ
ツ
ケ
ラ
レ

平
(
向
上
)
大
小
姓
番
入
被
仰
一一付
ニ
千
人

プ

チ

ク

ダ

サ

ル

扶
持
被
レ
下
」
の
よ
う
に
父
親
の
現
職
中

に
息
子
が
登
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

水
練
も
武
芸
と
し
て
対
等
に
扱
わ
れ
た

証
拠
で
す
。
な
お
、
定
則
公
の
項
に
「
公

オ
ヨ
ギ

御
代
瀞
術
鍛
錬
の
者
共
三
津
浜
よ
り

ゴ

ゴ

シ

マ

コ

ノ

カ

ン

イ

テ

リ

オ

ヨ

ギ

タ

メ

シ

興
居
島
へ
此
間

一
里

(
4
キ
ロ
)
瀞
渡
り
為

タ

キ

ム

ネ

ゾ

イ

試
レ
度
旨
師
役
伊
東
祐
根
よ
り
願
出
添

プ

ネ

ト

ド

コ

オ

リ

ナ

ク

船
御
検
使
差
出
さ
れ
左
の
者
共
無

レ
滞

オ
ヨ
ギ

興
居
島
黒
崎
へ
務
渡
る
右
絵
の
面
々
は

ソ

イ

プ

ネ

ア

ガ

マ

ス

中
途
に
て
添
船
へ
揚
れ
り
近
く
三
津
升

ガ
タ形
よ
り
佐
島
(
海
岸
治
い
)
へ
行
し
は
あ

れ
ど
興
居
島
へ
渡
り
し
者
は
水
練
稽
古

相
始
り
古
今
三
人
に
止
ま
れ
り
と
ぞ
。

ク
チ
ツ
タ
エ

口
碑
大
小
姓
伊
藤
左
七
・
徒
士
正
岡

次
郎
兵
衛
・

同
吉
村
市
蔵
」
〔
定
則
公
は

1
8
0
4
年
か
ら

1
8
0
9
年〕

文
政
日
年

(
1
8
2
8
年
)
、
松
山

藩
は
藩
校
明
教
館
を
二
番
町
に
設
立

し
、
漢
学
(
朱
子
学
)
、
弓

・
馬
・
剣
・

槍
・
柔
術
・
砲
術
・
水
練
な
ど
で
、
水

練
は
当
初
か
ら
お
囲
い
池
を
練
習
場
と

し
た
。
武
術
は
各
世
襲
の
家
を
定
め
、

師
家
と
呼
ば
れ
、
「
師
家
短
歌
」
と
呼

ば
れ
る
歌
に
す
べ
て
の
流
派
・
宗
師
名

を
詠
み
こ
ん
で
い
る
。
「
・
・
・
伊
東

の
水
練
主
馬
流
に
檎
山
の
居
合
真
剣
流

鈴
木
の
兵
学
風
山
流
・
・

・
皆
命
に
よ

り
指
南
せ
り

・・

・」

〔松
山
叢
談
附
録
第
五
〕

さ
ら
に
、
藩
主
定
通
は
諸
師
役
へ
、

稽
古
日
誌
の
提
出
を
命
じ
、
稽
古
時
間

欠
席
理
由
の
ほ
か
、
到
着
順
に
名
前
を

書
き
、
練
習
内
容
、
水
練
の
場
合
は
小

目
嘗
(
当
日
の
到
達
目
標
)
を
記
し
、
習

得
状
態
を
見
や
す
い
よ
う
に
記
入
し
て

差
出
さ
せ
て
い
る
。
即
、
松
山
で
は
水

練
も
細
い
指
導
階
梯
や
そ
の
達
成
度
を

証
明
す
る
段
級
の
免
状
が
必
要
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。
従
っ
て
神
伝
流
(
主
馬

流
)
は
合
理
的
に
系
統
立
て
ら
れ
た
練

習
方
法
や
泳
ぎ
方
の
種
類

・
潜
水

・
飛

び
込
み
方
の
種
類
な
ど
の
目
録
を
確
立

(左
図
参
照
)
し
、
祐
根
が
水
練
中
興
の

祖
と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
松
山
の

水
練
は
他
藩
に
も
聞
え
、
文
政
年
間
広

島
藩
主
か
ら
松
山
藩
主
へ
の
要
請
に
よ

っ
て
、
熊
野
亀
太
郎

・
草
井
藤
一
郎
の

両
名
が
派
遣
さ
れ
、

3
年
間
の
修
業
に

よ

っ
て
主
馬
流
奥
儀
の
伝
授
を
受
け
、

広
島
藩
の
水
練
場
を
開
設
し
て
い
る
。

い

で

ち

か

ゆ

き

(
文
責
井
手
隣
之
)

図
Z
E
a
一
山
円
以

。・・・
a'z
-
e--
鳳

a

『

・
鎗

-
-

a帰
島

仁
H

一一出
足

すiiFijiitrz:仇
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広帽おおず 2∞57月号
大洲市力ヌーツーリング駅伝大会

; 
第16，国大瀕市カヌーツーリン夕、駅伝大会

8月~IB(B) 年前9碍から

参
加
チ

l
ム
募
集
!

今
か
ら
練
習
し
て
も

間
に
合
い
ま
す
。

自
然
に
親
し
み
、
肱
川
の
す
ば
ら

し
さ
が
味
わ
え
る
こ
の
大
会
に
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
催
日
時

8
月
幻
日
(
日
)
午
前
9
時
か
ら

コ
ー
ス
大
成
橋

1
城
山
下

日
・

3
M
(
5
区
間
)

参
加
資
格

別
チ

l
ム
程
度

監
督
1
人
(
選
手
兼
監
督
を
兼
ね

る
事
が
で
き
ま
す
。
)

選
手
5
人
、
補
欠
2
人
ま
で

ク
ラ
ス
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
の

3
ク

ラ
ス
・
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
(
予
定
)

参
加
料

無
料

申
込
受
付
期
限

8
月
1
日

(
月
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
内

大
洲
市
カ
ヌ

l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局

E
@
1
7
3
4
 

報拠腕占きもおも鶴働!
大洲士也区防犯協会が市内の教育機関などに刺股を贈呈

5
月
刊
日
午
後

2

時
、
大
洲
警
察
署
内
道

場
で
大
洲
地
区
防
犯
協

会
が
、
刺
股
(
さ
す
ま

た
)
を
市
内
向
カ
所
の

保
育
所
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
な
ど
の
教

育
機
関
に
贈
呈
し
ま
し

た。
近
年
、
全
国
的
に
不

審
者
が
学
校
へ
侵
入

し
、
児
童
や
生
徒
に
危

害
を
加
え
る
事
件
が
多

発
し
て
お
り
、
施
設
内

の
安
全
管
理
へ
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
大
洲
市
内
で
も

不
審
者
が
学
校
周
辺
を

俳
梱
し
て
い
た
と
い
う

事
例
も
あ
る
た
め
、
学

校
や
地
域
で
の
対
応
策

が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校

な
ど
で
は
女
性
の
教
職
員
も
多
い
た

め
、
凶
器
を
も
っ
た
侵
入
者
に
対
し

て
は
、
刺
股
な
ど
の
道
具
を
使
い
児

童
や
生
徒
を
危
機
か
ら
安
全
に
逃
が

し
、
教
職
員
自
ら
の
防
御
に
も
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。贈
呈
式
に
続
い
て
、
愛
媛
県
警
剣

道
師
範
の
上
垣
警
部
補
は
「
侵
入
者

か
ら
約
2
メ
ー
ト
ル
の
間
合
い
を
と

り
、
相
手
の
足
元
を
狙
っ
て
突
く
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
」
と
説
明
し
て

い
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
実
際
に

刺
股
を
使

つ
て
の
指
導
や
素
手
に
よ

る
護
身
術
を
教
わ
り
、

2
人
1
組
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
実
践
訓
練

に
挑
み
ま
し
た
。
防
御
用
具
を
使
つ

て
の
初
め
て
の
訓
練
に
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、
真
剣
な
態
度
で
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

5
月
幻
日
午
前
9
時
半
か
ら
オ
ズ

メ
ツ
セ
の
玄
関
前
で
、
麦
ご
は
ん
、

う
ど
ん
、
餅
、
麦
茶
な
ど
の
加
工
品

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
杵
つ

き
の
餅
は
人
気
も
高
く
完
売
と
な
り

ま
し
た
。
麦
茶
、
み
そ
、
う
ど
ん
は

試
食
が
用
意
さ
れ
、
行
き
交
う
人
た

ち
に
も
ち
麦
の
豊
か
な
風
味
や
食
感

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
試
食
し
た
皆

さ
ん
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

西
日
本
で
栽
培

も
ち
麦
は
、
以
前
、
西
日
本
の
水
の

不
足
す
る
山
間
地
な
ど
で
も
ち
米
の

代
わ
り
と
し
て
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、

大
洲
市
内
の
一
部
の
地
区
で
も
栽
培

に
取
り
組
む
農
家
も
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
生
産
者
と
消

費
者
と
の
交
流
会
な
ど
を
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
元
で
収
穫
さ
れ
た

農
産
物
が
地
元
消
費
者
の
食
卓
に
数

多
く
並
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

古
く

τ
新
し
い
味

l

毛

ち

麦

|

え
ひ
め
町
並
博

2
0
0
4
の
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
「
も
ち
麦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
よ
り
大
勢
の
消
費
者
に

も
ち
麦
の
よ
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
年
目

昨
年
か
ら
始
ま

っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
も

2
年
目
を
迎
え
て
、
市
内
の
作

付
け
は
約
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量

で
は
約
9
ト
ン
。
こ
れ
か
ら
の
作
付

面
積
の
拡
大
も
見
込
ま
れ
て
い
る
中

で
、
特
徴
の
あ
る
製
品
づ
く
り
で
販

路
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

交
流
会
の
開
催

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る

も
ち
麦
生
産
者
、
加
工
利
用
し
て
い

る
秋
葉
グ
ル
ー
プ
、
み
そ
な
ど
の
加

工
販
売
業
者
、
農
協
、
市
や
県
な
ど
、

生
産
か
ら
販
売
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ

加
入
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
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広担おおぜ

災害|こ強いまちづくり

2∞57月号

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

• 

平成[[iJ年台風[[iJ号洪水
比較 l

平成7年7月
梅雨前線

7 月 3~4 日

5.84m 

267mm 

1l0mm 

約26時間

目立川の出水状況

出水名|平成16年8月
台風16号

8月30~ 31日

6.85m 

211mm 

207mm 

約14時間

項目

出水期間

大洲第 二 最高水位

大洲上流域平均総雨量

鹿野川上流域12時関連続雨量

警戒水位を上回った時間数

等雨量線図

上流で集中豪雨23:) 

冊子選

大洲第二観測所水位・家屋高

きシ
戦
後
2
番
目
の
大
洪
水

昨
年
の
台
風
日
号
は
、
昭
和
初

年
の
枕
崎
台
風
の
記
録
に
次
ぐ
、

戦
後
2
番
目
の
記
録
と
な
り
、
平

成
7
年
の
洪
水
よ
り
も
大
洲
地
点

の
水
位
が
、
約
l

m
も
上
回
り
ま

し
た
。出
水
期
を
迎
え
、

今
回
は
、

過

去
の
水
害
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平成7年浜水

より 1mも高い

10一一一

2率
No.2 

平
成
同
年
の
台
風
日
号
と
、
平
成

7
年
の
洪
水
を
比
較
し
て
み
る
と
、

昨
年
の
豪
雨
の
特
徴
は
、
上
流
域
で

の
台
風
性
の
豪
雨
が
ロ
時
間
集
中
し

た
こ
と
が
、
戦
後
2
番
目
の
大
洪
水

と
な
り
ま
し
た
。
大
洲
観
測
所
の
総

雨
量
は

1
6
8
m
で
し
た
が
、
上
流

の
城
川
で
は

3
3
1
剛
、
野
村
で
は

2
5
2
m
と
、
上
流
域
に
多
く
の
雨

が
降
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
野
川
上

流
域
の
平
均
は
、
総
雨
量
一
2
4
1
m

で
し
た
が
、
そ
の
内
ロ
時
間
の
雨
量

は
2
0
7
m
と
全
体
の
部
%
の
雨
が

集
中
し
て
お
り
、
平
成

7
年
に
比
べ

約
1
・
9
倍
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
昨
年
の
豪
雨
は
、
大
洪
水
が
発

生
し
や
す
い
雨
の
降
り
方
で
し
た
。

8
月
紅
白
の
午
前
0
時

ω分
に
は
大

洲
地
点
の
水
位
が
最
高
に
達
し
、
水

位
は
6
・
8
5
m
と
な
り
、
大
洲
郵
便

局
の
敷
高
よ
り
も
0
・
5
m
高
い
水
位

を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
流
の

大
川
水
位
観
測
所
で
も
平
成

7
年
と

比
べ

1
・
6
m
高
い
水
位
を
記
録
し
て

お
り
、
堤
防
が
未
整
備
で
あ
る
菅
田
、

西
大
洲
な
ど
で
は
平
成

7
年
を
上
回

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

激
特
事
業
と
ニ
線
堤
の
効
果

当
市
で
は
、
平
成

7
年
の
洪
水
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
直
轄
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別



広崎おおず 2∞57月号

災害lこ強いまちづくり

矢落川

¥'----

②二線堤による浸水位の低減

~ 
二線堤からの越流

~ 
マTP12. 24m 

①避難時間の確保

調官飽

" 

.. 

匿~浸水位低減効果分

貯留効果分が東大洲に流入していたら、水位は22cm
上昇していた。

ヨ匝特範行により

氾君主を経zーした時間

緊
急
事
業
(
激
特
事
業
)
が
採
択
さ
れ
、

平
成

7
年
度
か
ら
平
成
日
年
度
ま
で

の
5
年
間
で
、
平
成

7
年
の
洪
水
規

模
の
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の

事
業
が
国
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
大
洲
や
下
流

の
春
賀
、
八
多
喜
、
伊
州
子
、
豊
中

で
は
、
平
成

7
年
の
災
害
に
比
べ
今

回
は
大
幅
に
被
害
が
軽
減
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
東
大
洲
地
区
で
は
、
市
が

整
備
し
た
二
線
堤
の
総
合
的
な
冠
水

被
害
軽
減
対
策
の
効
果
も
あ
り
、
肱

川
の
水
位
は
、
約
l

m
も
高
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浸
水
家
屋
は
約

5
分
の

l
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

二
線
堤
は
、
肱
川
か
ら
の
氾

濫
が
始
ま
っ
て
か
ら
2
時
間
程
度
、
一
一

線
堤
内
に
氾
濫
し
た
水
を
押
し
と
ど

め
て
、

市
街
地
側

へ
の
氾
濫
を
遅
ら

せ
ま
し
た
。

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

肱
川
の
河
川
改
修
事
業
が
平
成
同

年
度
か
ら
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
き

本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
西
大
洲

地
区
に
つ
い
て
は
、
久
米
川
河
川
災

害
復
旧
助
成
事
業
(
愛
媛
県
)
及
び

阿
蔵
堤
防
整
備
事
業
(
国
土
交
通
省
)

に
よ
り
、
平
成
凶
年
度

1
平
成
凶
年

度
の

4
か
年
で
暫
定
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
治
水
安
全
度
も
下
流
域

と
同
等
に
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

菅
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
ロ
年

度
よ
り
広
域
基
幹
河
川
改
修
事
業
(
国

土
交
通
省
・
愛
媛
県
)
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

一一一一 11



広帽おおザ 2∞57月号
お知らせ

堤防上通行禁止区域のお知らせ
(国土交通省大洲河川国道事務所肱川出張所)

矢落川左岸の松ヶ花橋から丁永橋

間の堤防管理用通路は、今年3月か
ら一般車両通行禁止としておりま

す。

この通路は矢落川の日々の管理お

よび出水時に、水防活動を行う作業

用重機や、排水ポンプ車の通行など

に利用しています。洪水時、 一時的

に車両が進入・駐車すると緊急車両

の通行および水防活動に支障がでま

すので通行禁止としました。

市民の皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

ミ診

• 広川出張所

至
大洲自動車教習月時

[問い合わせ先] 国土交通省大洲河川国道事務所 肱川出張所 宮 25-4649

風 蘭 展
長浜町櫛生の松本賢二さんが丹精込め

て育てた約35点の香り漂う美しい風蘭

を展示します。ぜひ、ご覧下さい。

期間 7月12日伏)~ 7月17日目)

午前8時30分~午後5時

場所 大洲市長浜ふれあい会館ギャラ

リー

問い合わせ先 大洲市長浜ふれあい会館

352-1210 

開画小の 4、
887  7催期 」展学記附 設ず
月月月月 生念大
10 3 27 20聞 をを事洲 生
日 日 日 日早対業青 の
) ) - ) )場 象
大 8 8長 8 7所 し と支 b
洲月清月浜月 月 まとし五
市イ受 16流 9ふ 2ア26 すして議 か
日の日れ日ク日 。た新所 街
河所里い ト 「 生創 絵
ひあピ わ大立
辺じいア が洲 50百
支所か会館 大 街市周 展
わ 洲 絵の年 」ー

〔こ
国民年金の保険料免除制度を利用しましよう.

国民年金は20歳から60歳までの40年問、保険料の納付が必要ですが、

所得(収入)の減少や失業などで経済的に保険料の納付が困難な場合に

は、本人の申請によって国民年金保険料の納付を免除する制度がありま

す。

国民年金保険料を未納のままにすると、その聞に事故や病気で重い障

害が残っても障害年金が支給されない場合があります。また、保険料納

付(免除)期間が不足して、年をとったとき年金が受給できない場合も

ありますので、保険料納付が困難な場合には免除申請をしてください。

現在、免除承認を受けている人も引き続き免除を希望する場合は、 7 
月 1日から 8月末日までに申請書を提出してください。

免除申請の対象になる人は 注意
①前年の所得(収入)が少なく、納付が
困難な場合
②地方税法に定める障害者または寡婦で
あって、前年の所得が125万円以下の
場合
③生活保護法による生活扶助以外の扶助
を受けている場合
④申請のあった日の属する年度または前
年度において、
ア.震災、風水害、火災等により全財
産のおおむね2分の 1以上の損害
を受けたとき

イ 失業等により保険料を納付するこ
とが困難と認められたとき

・半額免除の場合は、その半額を納付
しなければ半額免除は認められませ
ん。
.学生は、免除申請できませんので「学
生納付特例申請Jをしてください。
.免除申請は、前年の所得を確認する
必要があるため毎年申請が必要で
す。
.免除をうけた期間の保険料は、免除
をうけて10年以内に「追納Jしまし
ょっ。
追納の納付書は、お近くの社会保険事
務所へご依頼ください。

手続き方法は
O市役所市民課または支所市民福祉課
国民年金担当窓口に用意しである

【問い合わせ先】
本庁市民課市民係

II=::IJ..-"....玉E 問、"'.7":.1'イ7L問、叶4 ロ問 T吉 J ~'-~ . 

各支所市民福祉課要事項を記入してください。年金手
帳と印鑑をご持参ください。 長浜支所 a(@-1 1 1 1 

注…失業の場合は [雇用保険受給資 肱川支所 8③-2 3 1 1 

格者証Jまたは「離職票Jの写 河辺支所 8⑧ー21 1 1 

しが必要です。

全額免除と半額免除の対象となる所得(収入)の目
本人 ・配偶者・世帯主のいずれも該当する必要があります。

内線112)

内線 33)
内線223)
内線152)

安

世帯・単身の別 世帯員数 全額免除 半額菟蔭
盟主互E
坐E互E
195万円

夫か妻のいずれかに所得(収 4人世帯夫婦、子2人
所得 162万円
収入 258万円

入)のある世帯の場合 2人世帯 夫婦のみ 所得 92万円
収入 157万円

単身世帯の場合 単身世帯
所得 57万円
収入 122万円

所得
収入 4 

所得
収入
所得
収入

辺生互E
141万円
盆Z互E
12一一一



広嶋おおす 2∞57月号
介護保険料のお知らせ

i
閃
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
ヘ
ー

平
服
円
年
間
陽

一介
護
保
険
料
の
お
知
ら
ぜ

介
護
保
険
制
度
で
は
、
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
や
釘
歳
以
上
の
人
の
数
に

よ

っ
て
、
3
年
ご
と
に
保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
市
町
村
合
併
を
し
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
保
険
料
基
準
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q:保険料はどのように決定するのですか?
A:表のように住民税の課税状況や所得によって決まります。

区 分 対 象 者 保険料算定

第 1 段 階
0生活保護の受給者

基準額x0.5 0老齢福祉年金の受給者で世帯全員が住民税非課税
第 2 段 階 0世帯全員が住民税非課税 基準額x0.75 
第 3 段階 0本人が住民税非課税(世帯内に住民税課税者がいる) 基準額

第 4 段階 0本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満 基準額xl.25 
第 5 段 階 0本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上 基準額xl.5 

旧大洲市区域40，600円、旧長浜町区域36.100円、旧肱川町区域 32，900円、旧河辺村区域 30，000円

Q:市町村合併をしたけど、保険料は変わらないの?
A :今年度中は、保険料の基準額の変更はありません。
合併後も引き続き旧市町村ごとの保険料を賦課しま
すが、 旧市町村間で転居した場合は、転居後の旧市
町村保険料に変更となります。

保
険
糾
は
と
う
や
っ
て

納
め
る
の
で
す
が
?

納
め
る
方
法
は
年
金
額
に
よ
っ
て

2
種
類
あ
り
ま
す
。

※基準額

と
Q:介護保険は、いまどんな状況ですか?
A :高齢化が進み、介護サービスを受ける「人数J
それに伴う[給付費jが増えています。
下の表のとおりです。

“介護を必要とする人が増える"

日曜葺型病床群入所者数
白老人保健施設入所者数
日老人福祉施設入所者数
ロ 在宅受給者数

人
2，000 

普
通
徴
収

老
齢
(
退
職
)
年
金
額
が
年
額

日
万
円
未
満
の
人
は
、
納
付
書
で
個

別
に
納
付
し
ま
す
。

納
期
は
、

7
月
か
ら
3
月
ま
で
の

計
9
期
で
す
。

ま
た
、

口
座
振
替
も
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収

老
齢
(
退
職
)
年
金
額
が
年
額

四
万
円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

4
月
・

6
月
・

8
月
は
、

一
部
の

人
を
除
き
、
前
年
度
2
月
分
の
保
険

料
額
を
そ
の
ま
ま
納
付
し
ま
す
。《
仮

徴
収
》
叩
月
・
ロ
月
・

2
月
は
、
本
年
度

に
確
定
し
た
年
額
保
険
料
か
ら
仮
徴

収
額
を
引
い
た
額
を
納
付
し
ま
す
。

《本
徴
収
》

1，263人
1，225人

1，139AI 
954人813人

1，600 

1.200 

800 

400 

※
な
お
、
年
金
額
が
四
万
円
以
上
の

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
「
普

通
徴
収
」
扱
い
に
な
り
ま
す
。

.
年
度
の
途
中
で
臼
歳
に
な

っ
た。

.
年
度
の
途
中
で
他
の
市
区
町
村
か

ら
転
入
し
た
0

.
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変
わ

っ
た
0

.
年
度
の
初
め

(
4
月
1
日
)
に
は

年
金
を
受
給
し
て
い
な
か

っ
た。

納
め
忘
れ
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に

応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給

付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

①
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負

担
と
な
り
、
申
請
に
よ
り
後
で
給

付
さ
れ
ま
す
。

②
1
年
6
カ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、

平平平平
成成成成
13 14 15 16 
年 年年年
度度度度

介護保険サービス利用者の推移(新大洲市)

32憧2，122万円
31軍5，6日万円一川 !==苧3，2四

割億7.037万円 r===r万円 I I万円
切百万円~

m門τH
 

1
4
 

i
1
 

町

3
1
2
 

日

mn
U
Tn
 

m門官川崎7
 

向
即位

“介護サービス給付費が増える"

平
成
ロ
年
度

Eコ 高級介聾サービス費審査手掛
Eコ施置結付置
亡コ在宅サ ピス結付置

。

億円
35 

30 

25 

保
険
給
付
が

一
時
差
し
止
め
と
な

っ
た
り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料

と
相
殺
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

③
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
利
用
者
負

担
が
1
割
か
ら
3
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で

一
時

的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
左
記
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

宮
⑫
2
1
1
1

(内
線
1
6
8
・1
7
3
・1
7
4
)

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課E
@
1
1
1
1
 

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課E
@
2
3
4
0
 

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課E
⑮
2
1
1
1
 

18置
6，725万円

一一一一 13

13盟
2，1田万円

平
成
市
年
度

介護保険サービス給付費額の推移(新大洲市)

旧宮
田万円

2張万円

平
成
百
年
度

1E百円

平
成
日
同
年
度

14m 
3，346万円

翌日

平
成
ほ
年
度

18憧2428万円
1，41)) 
相

事何万円

平
成
吃
年
度

20 

10 

。

5 

15 
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1

一
般
事
務
職
・
技
術
職
・
保
育
士

な
ど
の
募
集
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

2

市
立
大
洲
病
院
で
は
平
成
問
年
度

の
職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し

ま
す
。

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

-
薬
剤
師

1
人

.
助
産
師

1
人

.

看

護

師

若

干

名

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
同
条
(
成
年
被

後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な
い
者

市
内
の

介
護
相
談
員
を
紹
介

大
介
護
相
談
員
と
は
?

「
介
護
相
談
員
」
と
は
厚
生
労
働

省
の
研
修
を
受
け
、
市
長
が
委
嘱
を

し
た
人
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
平
成
は
年
よ
り
順

次
委
嘱
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

合
併
に
伴
い
、
新
た
に

9
名
の
介

護
相
談
員
が
加
わ
り
、
辺
名
の
介
護

相
談
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

女
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
?

ー
介
護
相
談
員
の
役
割

i

介
護
保
険
施
設
・
事
業
者
な
ど
を

訪
問
し
、
利
用
者
の
「
勇
気
あ
る

声
」
や
、
表
情
の
中
に
見
え
隠
れ
す

る
「
声
な
き
声
」
を
大
切
に
拾
い
集

③
採
用
後
は
、
市
立
大
洲
病
院
に
通

勤
可
能
な
者

④
薬
剤
師
と
看
護
師
は
、
昭
和
日
年

4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
平

成
同
年
前
期
に
免
許
取
得
見
込
み

の
者

⑤
助
産
師
は
、
昭
和
必
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
免
許
を

有
す
る
者
ま
た
は
平
成
同
年
前
期

に
免
許
取
得
見
込
み
の
者

受
付
期
間

6
月
日
日
(
月
)
1
7
月
1
日
(
金
)

そ

の

他

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
な
ど
の
「
大
洲
市
職

員
(
医
療
技
術
職
員
・
助
産
師
・
看

め、

「事
業
者
と
利
用
者
」
・
「
行
政
」

と
の
間
に
入
り
、
橋
渡
し
役
と
な
り

問
題
解
決
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

訪
問
は
月
1
回
、
日
時
は
各
施
設

に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

介
護
相
談
員
の
名
札
を
つ
け
て
活

護
師
)
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
市
立
大
洲
病
院
事
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
立
大
洲
病
院

宮
⑫
2
1
5
1

動
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
行

い
、
相
談
さ
れ
た
内
容
な
ど
の
秘
密

は
守
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
福
祉
課
内
基
幹
型
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

包
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
7
6
)

平成17年度上半期活動計画 (4月 ~9月)
訪問先 担当相談員 地 区名

特養とみす
岩野安行 大洲

北林俊官 大洲
通所とみす

上田俊厚 長浜

老健ひまわり
大塚年男 大別|

通所ひまわり
漬土庁、泰 長 j兵

ニ井久美子 H本)11

特養希望ヶ丘
安藤光郎 大洲

奥田利徳 大洲
通所東大洲

伺地妙子 長 j兵

グループホーム 栗田 初子 大洲
富良 j可 山本行夫 大洲
通所 若 「昌4一、 山下 ↑専 月本)11

グループホーム 野寄志げ子 大洲

星 I成 穂積幸雄 大洲

アクティブ 徳田 リツ 長浜
大 ;~'I'I ヰ公団 龍明 H左)11

グループホーム 泉美佐子 大洲
や す り ぎ 矢野恒雄 大洲
デイ 春 賀 竹林淑子 j可i亙

力日 戸 病 院 西尾和子 大洲

老健・通所 白石栄男 大洲

フ レ ン ド 中津凱子 ;可ill.

「万引きjはスリルをあじわうゲームではあり
ません!

友達に自慢できる遊びでもありません!

Iド・ロ・ボ・ウ』です!
|万引き=窃盗罪今10年以下の懲役 |

見つからなくても…ばれたから、と品物を返しでも…

お金を返しでも・・・

|万引きは犯罪|
。万引きをいっしょにする悪い仲間ができると、

そのグループから抜けられずに、ほかの悪い

ことまで平気でしてしまうようになります。

.万引きをしたことを知っていて、友だちなど
から万引きをした品物をもらうことも犯罪に

なります。

| 家族で話し含ってみましよう!I 
万引きについての罪の意識が非常に低くなって
います。

お子さんが社会の 一員として、きちんと
生活していけるように話し合ってくださ
い。 大洲警察署 825-1111 

大洲警察署からのお知らせ

~万引きは犯罪です!~
f構造改革特区j・『地織再生j制度について

構造改革特区
国の規制改革の一環として制度化されたもので、法律や政令・

規則などで定められた全国一律の規制・基準を地域限定で緩和す
る制度です。最終的には、当該特区の成功事例を示すことにより、

全国的な構造改革へと波及させることを目的とします。特区を活
用すあことによる県内外へのアピール効果も期待できます。

なお、特例の導入によって推進される取り組みが具体的に示さ

れていないものや、単なる税財源の優遇措置を求めるものは提案
の対象となりません。

地域再生
地域活性化に資するものとして、地域や地方公共団体が自主的に

取り組む提案に対し、国が制度改正などの支援措置を講じるものです。

具体的な提案としては、類似の目的を有する補助金の統合や、

補助金の交付要件・条件の緩和、自主裁量を拡大する趣旨の提案
などが挙げられます。

愛媛県の例
「大島白いも特区J(農地の権利取得要件の緩和)や「坂の上の雲
のまち再生計画J(まちづくり交付金の活用、下水道補助対象施設
における目的外使用承認の柔軟化ほか)などが認定されています。

国の

馴染みの薄い制度ですが、皆さんの生活や事業活動などの中で

感じている問題意識やアイデアが生かせる制度となっております。

問い合わせ 本庁企画調整課地域政策係824-2111(内線522)

14一一一一



広幅おおぜ 2∞57月号
お知らせ

愛
媛
県
で
は
、
地
域
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅
の
建
設
や
購
入
に
対
し
積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
県
は
全
国
有
数
の
林
産
県
で
あ

り
、
県
産
材
の
利
用
促
進
は
、

地
域

産
業
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
環
境
保

全
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
県
の
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
住
宅
を
建
設
や
購
入
さ

れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
本
制
度
の
活
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【概

要

】

県
内
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
、
一

戸
建
て
の
対
象
木
造
住
宅
を
新
築
ま

た
は
購
入
す
る
人
が
、
住
宅
の
主
要

21世紀は、環境の世紀と言われています。
地球温暖化を防止するために 1997年の京都議定書での取り決めで全
世界的に地球環境の保全に向けて、第 l歩を踏み出しました。今年よ
りいよいよ実行されます。我々の暮らしている地球を守るために一人

一人の努力が不可欠となります。

部
材
に
印
%
以
上
の
地
域
材
を
使
用

し
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る

場
合
に
、
利
子
補
給
金
が
最
長
5
年

間
受
け
ら
れ
ま
す
。

【対
象
木
造
住
宅
】

・
地
域
材
を
主
要
部
材
(
土
台
、
柱
、

は
り
、
た
る
き
な
ど
)
に
印
%
以
上

使
用
す
る
住
宅

・
県
内
に
事
務
所
を
有
す
る
施
工
業

者
に
よ
り
、
在
来
工
法
ま
た
は
枠
組

壁
工
法
で
建
設
さ
れ
る
木
造
住
宅

・
指
定
金
融
機
関
融
資
の
場
合
は
、

特効、事ω、!高鞠議議
「グリーンコンシューマーおおず (GCO)Jでは、 シャボン玉石け
ん側社長・森田光徳氏講演録 「生き方を変えようよjの冊子を大洲

市内の各高校・中学校に寄贈しています。

この冊子を読んでの感想やメッセージを「イラスト・まんが ・感

想文Jの3部門で募集しています。

募集要
1 各部門の作品の書き方と用紙

イラスト部門 はがきサイズからA4までの用紙を使用してください。

まんが部門 1コマあるいは4コマまんがで、 A4用紙を使用し
てください。

400字詰め原稿用紙2枚以内。原稿には、 1行自にタ
イトル、 2行目から「本文Jを始めてください。

1百

「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
建
設
住
宅
性

能
評
価
書
の
交
付
を
受
け
た
木
造
住

宅
(
た
だ
し
、
公
庫
の
証
券
化
支
援

事
業
融
資
の
場
合
は
不
要
)

【問
い
合
わ
せ
先
】

・
県
内
に
本
店
を
有
す
る
金
融
機
関

お
よ
び
四
国
労
働
金
庫
愛
媛
支
庖

・
愛
媛
県
土
木
部
建
築
住
宅
課

包

0
8
9
・9
4
1
・2
7
7
9

感想文部門

注意事項

①イラストやまんがのいずれも画風および用紙の縦・横は聞い

ません。できる限り「無添加石けんJや 「環境jをイメージ
するものとします。

②イラストやまんがは、作品の裏面に、感想文は別紙に住所・
氏名・学校名・学年・連絡先(電話番号やメールアドレスなど)

を記載してください。

③作品の著作権は、グリーンコンシューマーおおず (GCO)に
帰属します。

④応募した作品は、返却しません。

⑤1人何点でも応募できます。
賞

中学生・高校生のそれぞれ3部門に優秀賞と入選を決定します。
・優秀賞(1点) 賞状および副賞 (5，000円分図書券)
・入選 (3点) 賞状および副賞(1， 000円分図書券)
募集期間 7 月 1 日幽~9 月 2 臼幽
問い合わせ先
・GCO広報部イラスト募集係 B25-0561 (久保まで)
メールアドレス kubo0064@ybb.ne・lP
. GCO事務局 B25-3123 (沖村まで)
メールアドレス sjommnye@shikoku.ne.jp 
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3 

4 
5 
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「
男
ら
し
く
」

「
口
ら
し
く
」

「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
、
女
ら
し

さ
は
こ
う
だ
」
と
い
う
言
葉
を
聞

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

長
い
問
、
女
性
は
、
男
性
よ
り
低

い
位
置
に
置
か
れ
、
差
別
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
男
女
に
よ
る
差
別

(文
化
的

・
社
会
的
に
つ
く
ら
れ
た

男
女
の
性
に
よ
る
差
別
の
こ
と
を

「
ジ
エ
ン
ダ
l
」
と
い
い
ま
す
)
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
、
家
庭
や
職

場
の
中
で
、
ま
だ
ま
だ
根
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。

あ
る
企
業
の
職
場
内
研
修
会
で
、

「
ジ
エ
ン
ダ
l
に
つ
い
て
」
と
い
う

研
修
を
受
け
た
お
父
さ
ん
の
お
話
。

家
に
帰
っ
て
、
資
料
を
見
せ
な

が
ら
、
「
男
の
子
の
絵
が
大
き
く
、

女
の
子
の
絵
よ
り
も
上
に
あ
る
。

こ
れ
が
問
題
だ
」
「
こ
の
絵
は
、
お

母
さ
ん
は
台
所
で

エ
プ
ロ
ン
を
つ

け
て
お
料
理
、
お
父
さ
ん
は
イ
ス

で
新
聞
を
読
ん
で
い
る
。
こ
う
や

っ
て
、
男
と
女
の
仕
事
を
決
め
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
ダ
メ

な
ん
だ
よ
」
「
こ
れ
か
ら
は
男
女
共

同
参
画
の
世
の
中
だ
か
ら
ね
」
と
、

説
明
し
た
そ
う
で
す
。
家
族
は
み

ん
な
感
心
し
ま
し
た
。

何
日
か
た

っ
た
あ
る
日
、
お
母

さ
ん
が
、
「
明
日
の
土
曜
日
、
私
出

か
け
る
か
ら
、
で
き
た
ら
夕
食
の

仕
度
、
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う

と
、
「
な
ん
で
、
お
ま
え
が
外
で
遊

ん
で
、
俺
が
せ
ん
と
い
け
ん
の
か
」

と
声
を
荒
立
て
、
つ
い
に
は
夫
婦

喧
嘩
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

学
習
を
し
て
、
頭
の
中
で
は
理

解
し
て
い
た
よ
う
に
思

っ
て
い
て

も
、
実
践
と
な
る
と
、
難
し
い
も

の
で
す
。

憲
法
が
、
男
女
同
権
・
平
等
を

定
め
て
か
ら
半
世
紀
以
上
も
た
ち

ま
す
が
、
「
家
事
や
育
児
、
介
護
は

女
の
仕
事
」
と
い
う
固
定
的
な
役

割
分
担
を
当
た
り
前
と
す
る
差
別

的
な
考
え
方
は
、
な
か
な
か
な
く

な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
職
場
や
家
庭
、
あ
る

い
は
地
域
活
動
の
中
で
、
「
女
の
役

割
・
男
の
役
割
」
、
「
女
だ
か
ら
・

男
だ
か
ら
」
と
い

っ
た
「
思
い
込

み
の
慣
習
」
を
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
分
自
身
の
生
活
を
振

り
返
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
か
ら

考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
お
か

し
い
と
気
付
い
た
こ
と
は
、
声
に

出
す
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
自
分

が
変
わ
り
、
周
り
が
変
わ
り
、
よ

り
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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5月8目、長浜スポーツセンターでレクリ工
ションバレーポール大会が開催され、 16チームが参
加、終始和やかな中で親睦と)(:流を深め、 /1)地よい
汗を流しました。
結果は下記のとおりでしだ。
優勝 サザ工さん (大洲)
準優勝 ミルキズ (長浜)
3 位 すずらん (肱J11) 

4月か5休止となっ疋大和保育所。通っていだ園
児だちは、白滝保育所に毎日ごきげんパス通です。

~移動動物園~

5月11目、河辺小学校に移動動物園がやってきま

しだ。当日は、特別養護老人ホームかわかみ荘の入

所者の皆さんち同校在訪れましだ。、児童や園児だ

ちは、ウサギ・モルモット・サル・it¥二ーなどの愛

5しい動物に触っ走り、餌をやったり楽しみながら

動物について学びました。

i、

5月14日午前9時、徳森児童センタ でミ二運動
会が開催されましだ。
恒例行事となっ疋ミ二運動会は、合目で22回目の
開催となりまし走。徳森保育所、悠園、平小学校、
徳森児童センター母親クラブ、徳寿会(徳森老人ク

ラブ)などの徳森地区の皆さんが参加しました。
競技種目は却児から高齢者まで気軽に楽しめるち
のとなっていました。参加しだ皆さんからは、元気
芯声援や笑い声が絶えませんでした。春のひととき
を、スポ ツを通して受流を図りながら、すがすが

しい汗を流していまし走。

5月13日、大駅場ふれあい広場で「第11固鹿野川し
ゃくなげまつりゲ トポール大会」が、開催されましだ。
町内外か1331チーム、 189人が参加して日頃の授を競
い芯がら、ゲームを楽しみましだ。
本大会は、鹿野川しゃく広げまつり期間中の4月20
日の開催予定でしたが、雨天の定め延期されていだち
のです。
結果は下記のとおりでした。
優勝 八多喜チーム 3位 坂本チーム(沼辺)
準優勝 上須戒チーム 蔵川チーム

16一一一一



広細おおぜ 2∞57月号
連載シリーズ

w 講演会を開催してみませんか?
扮 闘えひめ女性財団男女共同参画社会づくり活動支援事業!

担「

f.r 

世r

n Iえひめ女性財団Jでは、男女共同参画社会づくりを進めるた ト
合 めに、財団と共同で講演会やワークショップなどのイベン トを 合
合開催するグループ、団体を募集しています。 会
6 これは、グループなどの自主企画に対して助成などを行い、 啓
二イベントを共催するものです。皆さんのご応募をお待ち してい :
u ます。 世r

(r百年共催するイベン卜の内容(グループなどの自主企画とします。) 合
釣~例~・男女が共に参画する家庭・地域づくりをテーマとした 会

学習会・講演会、ワークショ ップ
会 ・性別役割分業意識の是正に向けての介護教室、男性対 合
町 象の料理教室などの実践講座 n 
扮 ・あらゆる分野への女性の参画を進めるための学習会 合
扮 ・DV、セクシュアルハラスメント防止への取組みなど 合
‘女支援の内容
扮 イベント開催経費の 5分の4以内で 1件当たり30，000円まで 釣
合の助成を行うか、講演会などの内容に応じて講師を派遣します。 世〉
合 ただし、 他国体からの助成金などの交付を受けている活動は 合
酌対象外です。
イ また、運営のノウハウを提供したり、アドバイスを行いますn 扮
W 女対象となるグループ
鈴 ・男女共同参画社会の実現のために活動していること。
扮 ・愛媛県内のおおむね5人以上のグループであること
ぜ ・自主的かつ継続的に活動を行っていこうとしていること。
f ・特定の政治・営利・宗教を目的としていないこと。
合 [問い合わせ先]
会側えひめ女性財団(愛媛県女性総合センター内)包089-927-5111
合本庁企画調整課男女共同参画係 324-2111 内線523・524

世r

n 

世r

世?

τz 
匹r

t:r 

選挙一回メモ
第2回・・・・ 「政治家によるあいさつ状の禁止J

政治家は、選挙区内にある者に対し、答

礼のための自筆によるものを除き、年賀状、

暑中見舞状などの時候のあいさつ状(電報

を含む。)を出すことは禁止されています。

また、政治家や後援団体(いわゆる後援

会)が、選挙区内にある者に対するあいさ

つを目的として、新聞、テレビ、ラジオな

どにより、有料の広告(いわゆる名刺広告)

を出すと処罰されます。なお、政治家や後

援団体に対し、あいさつを目的とする有料

の広告を求めることも禁止されており、威

迫して求めると処罰されます。

E ・E・蝿沼沼野illfAぉ1'='1ーーーーーーーーー

( 相談ごと案内 )
問い合わせ先 824-6100(大洲市隣保館) 肱川地区

大洲地区

日時 7月15日働午前10時~正午
場所柳沢公民館

日時 7月19日制午前10時~正午

場所 市役所3階会議室

問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局 824-4155

ーーーーー・.....回目撃妻ヨヨ帽観竜穐講師E齢ーーーーーー

日時 毎週月 ・水・金曜日(休日除く)

午前9時~午後4時
場所法務局大洲支局人権相談室

問い合わせ先 法務局大洲支局 824-4155 
圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 扇1婿i:腕ilf.繍婦さ靖国圃圃圃圃圃圃圃圃園

大洲地区

日時 7月16日制午前10時~午後4時
場所市民会館会議室

問い合わせ先 824-5072 (山本)23:24-4294 (辻)
肱川地区

日時 7月5日(刈午後1時30分~午後4時30分
場所肱川公民館2階青年室
問い合わせ先 肱川支所 834-2311

河辺地区

825-0947 (大洲市福祉会館)

一 画面奇隊諸国語宵担・・E・-

日時 7月16日同午前10時~午後4時
場所市民会館会議室 ※予約が必要です

問い合わせ先 本庁総務課行政係
824-2111 (内線328)

ーーーーー-~~諸問[，li:験-・E・・E・-

大洲会場

日時 7月5目的・13日制・25日開
午前10時~午後3時30分

場所大洲商工会議所

長浜会場

日時 7月11日開午前10時~午後3時30分

日時 7月5日(刈午後1時30分~午後4時30分
場所肱川公民館2階青年室

問い合わせ先 肱川支所 834-2311

河辺地区

日時 7月11日(月) 午前9時~正午

場所河辺老人福祉センタ
問い合わせ先 河辺支所 839-2111
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃号 事司品Eヨi:厳司圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

日時月~金午前8時30分~午後5時
祝日・年末年始を除く

場所市役所社会福祉課

問い合わせ先 824-2111 (内線186)
E ・E・ ・E・-ー吾輩盛Z重i:F.硲笹当圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園

7月20目的午後1時~午後3時30分 日時月~金午前日時30分~午後5時15分

場所長浜町商工会 祝日・年末年始を除く

問い合わせ先 松山西社会保険事務所8089-925-5105場所 青少年センター
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃.m~rolll眠a語E荘園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園

大洲地区

日時一般相談毎週月・水曜日
法律相談 毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

問い合わせ先包24-7830

ーーーー噌極吉区.lI:IJ1l1i量局長託ーーーーー

日時月~木午前日時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所国立大洲青年の家

日時 7月11日開午前10時~正午

場所河辺老人福祉センター
時間 午前10時~正午、午後1時~午後4時
※祝日・年末年始を除く

問い合わせ先 824・1414
E 匪講義諸鑓iiii静

問い合わせ先 河辺支所 839-2111
-_....ï{ヨ目El!I面開ヨ同首~jI沼田匝国IUli:1務置圃圃圃圃

大洲地区

日時月~金午前8時30分~午後5時15分

祝日・年末年始を除く
場所 大洲市隣保館・大洲市福祉会館

一一一一 17

場所 総合福祉センター(相談室直通) 23:23-5629 

問い合わせ先 総合福祉センタ 1階社会福祉協
議会窓口 23:23-0313 

長浜地区

日時 7月15日樹午前9時~午後4時
場所宅建協会大洲支部

問い合わせ先 債)上田喜六不動産 824-4452 
-E・E ・・E ・.:::噌"f:誕!ヨm験-・E ・・E ・-

日時 7月22日国午前9時~午後3時 日時 7月22日掛午後1時~午後5時
場所長浜体育館和室 場所大洲商工会議所

問い合わせ先 長浜社会福祉協議会包52-1111 問い合わせ先 大洲商工会議所 824-4111



広幅おおず

くらしの情報

2∞57月号

852-3055 (長浜地区)
839-2111 (河辺地区)

長浜保健センター

河辺保健センター保健センヲーl情報
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対象

大洲 ・長浜地区

市内全域

市内全域

大洲市保健センタ-823-0310(大洲地区)
肱川保健センタ- 834-2340 (肱川地区)

7月の各種検診(健診)と予防接種
(乳幼児関係)

事業名

4ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月児健康診査

3歳児健康診査

(成人関係)

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 料金

7月27日付4 生活習慣病検診は

肺大結生〈曙核腸活が液検習がん検検慣診ん査検病診ー検無診5 診 無料結生核活検習診慣病検・肺検診が診ん検診 午前8時30分~午前11時30分 30歳以上の男性 和十

7月28日附 (ただし、胃がんと大腸がん検 平野連絡所
19歳以上の女性

大洲(平野) 100円円) 
大腸がん 肺 ・胃・大腸がん検診は 。。
胃がん検診 診は午前8時から受付します。) 40議以上の人 大腸 : 500円

7月29日幽 結核検診は65歳以上の人 胃がん検診 900円

7月7日射
新谷連絡所 大洲(新谷)

7月8日働
乳がん検診

7月12日伏)
午前8時30分~午後4時

上須戒連絡所 40歳以上の女性 大洲(上須戒) 乳がん検診:1，000円
(マンモグラフィ)

7月21日同 平公民館 大洲(平)

7月29日樹 午前9時~午後4時 河辺基幹集落センター 河辺

7月20日付4 久米公民宣告 大洲(久米)

7月27日付4午後 l時~午後1時30分
菅団連絡所 大洲(菅田)

7月28日附

子宮がん検診 7月11日目) 大和公民館 20歳以上の女性 長浜(大和) 子宮がん検診:700円

7月12日ωd午後1時~午後2時 豊茂公民館 長浜(豊茂)

7月13日付骨 白滝公民館 長浜(自滝)

7月29日幽 午後1時~午後2時 河辺基幹集落センター 河辺

着

図書館崎報
824-4419 

852-1111 

834・2307

寿日

図書館(大洲)

長浜図書館

鉱川|図書館

図
書
館
(
大
洲
)

※主な検診(健診)を掲載しています。ほかの保健行事につきましては、各地区の f保健だよりJをご覧下さい。

7
日
生
涯
学
習
講
座

古
文
書
解
読
講
座

「
御
巡
見
様
御
通
駕
諸
相
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

期
日

7
月
幻
日
附

時

間

午

前

9
時
必
分

1

午
前
日
時
必
分

図
書
館
(
大
洲
)
4
階

場
所

新
着
図
書
窯
内

図
書
館
(
大
洲
)

古
文
書
は
こ
ん
な
に
面
白
い
油
井
宏
子
著

お

札

に

な

っ

た

偉

人

童

門

冬

二

箸

歴
史
洗
脳
を
解
く
!

栗
原
宏
文
著

倒
産
の
淵
か
ら
蘇
っ
た
会
社
達

村
松
謙

一
著

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ん
て
怖
く
な
い

吉
田
猶
次
郎
著

警
察
内

部

告

発

者

原

田

宏

二
著

メ

デ

ィ

ア

裏

支

配

田

中

良

紹

著

政

財

界

メ

ツ

タ

斬

り

佐

高

信

著

電

話

の

対

応

浦

野

啓

子

著

オ
レ
様
化
す
る
子
ど
も
た
ち
諏
訪
哲
二
著

決
戦

・
郵

政

民

営

化

猪

瀬

直

樹

著

親
と
教
師
に
と
っ
て
、
す
ご
く
大
切
な
こ
と

ロ
ン

・
ク
ラ

1
ク
著

四
国
の
山
菜
図
鑑
&
レ
シ
ピ愛
媛
新
聞
社

秘

伝

の

梅

仕

事

藤

巻

あ

っ

こ

著

真
空
管

・
ア
ン
プ

・
ス
ピ
ー
カ
ー
作
り
に
挑
戦
!

朝
岡
忠
雄
ほ
か
著

あ
ま
く
て
お
い
し
い
!
砂
糖
を
使
わ
な
い

3
時

の

お

や

つ

主

婦

と

生

活

社

虚

飾

の

愛

知

万

博

前

田

栄

作

著

ダ

1
リ
ン
の
頭
ン
中

小
栗
左
多
里
&
ト
ニ

1
・
ラ
ズ
ロ
著

蛇

の

王

東

郷

隆

著

四
十
日
と
四
十
夜
の
メ
ル
ヘ
ン青
木
淳
悟
著

黄

昏

に

歌

え

な

か

に

し

礼

著

恋

愛

函

数

北

川
歩
実
著

雨
と
夢
の
あ
と
に

柳

美
里
著

哀
歌
上

・
下

曽

野

綾

子

著

魂
萌
え
!

桐
野
夏
生
著

夜

の

ピ

ク

ニ

ッ

ク

恩

田

陵

著

半
島
を
出
よ
上

・

下

村

上

龍
著

美
女
に
幸
あ
り

林
真
理
子
著

う
ち
の
パ
パ
が
言
う
こ
と
に
は重

松

清

著

死

の

練

日

記

島

尾

敏

雄

著

デ
セ
プ
シ
ヨ
ン

・
ポ
イ
ン
ト
上

・
下

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
著

ダ
ブ
ル
プ
レ

l

R
・
B
・
パ

l
カ

1
著

ヘ
新
着
本
は
、

7
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
着
J

/
コ
ー
ナ
ー
に
出
し

ま

す

」

長
浜
図
書
館

北
海
道
、
東
北
地
方
の
民
俗
地
図

(
l
北

海
道

・
青
森

・
岩
手

2
宮
城
・
秋
田
・

山
形
・

福

島

)

東

洋

書

林

関
東
地
方
の
民
俗
地
図

(
1
茨
城
・栃
木
・

群
馬
・
埼
玉

2
千
葉

・
東
京

・
神

奈
川
)

東

洋

書

林

中
部
地
方
の
民
俗
地
図

(
1
山
梨
・
長
野

2
新
潟

・
富
山
・

石
川
・
福
井

3
岐

阜
・
静
岡

・
愛
知

・
三
重
)
東
洋
書
林

近
畿
地
方
の
民
俗
地
図

(
l
滋
賀
・
京

都
・

奈
良

2
兵
庫

・
大
阪

・
和
歌

山
)

東

洋

書

林

北
海
道

J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
編

考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
な
こ
と池
内

了
著

約
束
の
地

志
水
辰
夫
著

幸
福
純
度

1
0
0
%
の
自
分
を
生
き
る
本

原
因
真
裕
美
著

灰

色

の

北

壁

真

保

裕

一

著

T
V
J

五
十
嵐
貴
久
著

一
九
七
二
年
の
レ
イ
ニ

1
・
ラ
ウ
打
海
文
三
著

ス
イ
1
ト
リ
ト
ル
ラ
イ
ズ

江

園

香

織

著

赤
い
長
靴

H

エ
リ
カ

小

池

真

理

子

著

夫

の

息

子

藤

堂

志

津

子

著

漢
方
小

説

中

島

た

い

子

著

と
な
り
町
戦
争

三
崎
亜
記
著

停

電

の

夜

に

ジ

ユ

ン

パ

・
ラ
セ
リ
著

き
み
に
読
む
物
語

N
・
ス
パ
ー
ク
ス
著

パ
リ
の
恋
人
上
・
下

キ
ム
・
ウ
ン
ス
ク
ほ
か
脚
本

奪
還
第
二
章
終
わ
ら
ざ
る
闘
い
蓮

池

透

著

三
百
六
十
五
日
の
記
録
日
本
新
聞
連
盟
編

し
た
い
気
分

E
・
イ

ェ
リ
ネ
ク
著

「
ぼ
う
け
ん
!
は
ら
ぺ

こ
じ
ま
」上
野
与
志
作
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肱
川
図
書
館

憂

き

世

庖

字

江

佐

真

理

著

踏
切
趣
味

山

本
一
力
著

棒
し
ぐ
れ

H

新

人

生

論

ノ

ー

ト

木

田

元

著

明
治
の
冒
険
科
学
者
た
ち
柳
本
通
彦
著

ブ
ラ
ン
ド
と
百
円
シ
ョ
ッ
プ
堺
屋
太
一
著

脳
内
エ
ス
テ
I
Q
サ
プ
リ
2
フ
ジ
テ
レ
ビ
出
版

デ
ル
ト
ラ

・
ク
エ
ス
ト

E
E
・
ロ

ッ
ダ
著

た
た
か
う
恐
竜
た
ち
黒
川
み
つ
ひ
ろ
著

読
書
の
時
間
に
読
む
本
E

西
本
鶏
企
者

ト
ガ
リ
山
の
ぼ
う
け
ん
全
8
巻

い
わ
む
ら
か
ず
お
著

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日

・
7
月
四
日
・
白
日



広絹おおず 2∞57月号

7
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市

民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
・
非
行
防
止
に
努
め
、
健
全
な

家
庭
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む

全
国
強
調
月
間
で
あ
る

7
月
に
は
、

「
育
て
よ
う
、
心
豊
か
な
大
洲
の
子
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
各
公
民
館
を

中
心
に
啓
発
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
「
あ

い
さ
つ
・
愛
の
一
声
運
動
」
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
7

「
障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
」

くらしの情報

採
用
後
に
労
働
災
害
、
交
通
事
故

な
ど
で
障
害
者
と
な
っ
た
人
を
継
続
雇

用
す
る
た
め
に
施
設
ま
た
は
設
備
の
設

置
・
整
備
な
ど
、
職
場
に
適
応
す
る
た

め
の
必
要
な
措
置
を
行
う
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
該
当
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

制
愛
媛
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

(松
山
市
一
番
町
)

8
0
8
9
・9
3
1
・7
1
3
1

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た

人
の
た
め
に
「
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
平
成
四
年
3
月
白
日
ま
で

に
満
日
歳
以
上
に
な
る
人
お
よ
び
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平
成
同
年
3

月
別
日
ま
で
に
満
日
歳
以
上
に
な
る
人

で
す
。

試
験
日

山
月
汎
日
(
月
)

試
験
場

愛
媛
県
庁
(
松
山
市

一
番
町
)

願
書
受
付
期
間

8
月
幻
日
(
月
)
1
9
月
9
日
(
金
)

願
書
提
出
先

文
部
科
学
省

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

8
0
8
9
・9
4
1
・1
2
1
2

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

宮
⑫
1
7
3
3

海
外
派
遣
農
業
研
修
生
募
集

愛
媛
県
で
は
、
「
平
成
汀
年
度
の
海

外
派
遣
農
業
研
修
生
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

応
募
資
格

満
凶
歳
か
ら
叩
歳
ま
で
の

農
業
青
年
、
あ
る
い
は
将
来
就
農
、
農

業
関
係
機
関
に
就
職
、
農
業
分
野
の
国

際
協
力
な
ど
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
青

年
男
女
。
(
た
だ
し
、
年
齢
、
資
格
条
件

は
派
遣
先
国
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
)

研

修

先

ア
メ
リ
カ
本
土
、
ハ
ワ
イ

州
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ

研
修
期
間

ア
メ
リ
カ
本
土
は

2
年

間
、
ほ
か
は
お
お
む
ね

1
年
間

応
募
締
切

7
月
8
日

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

包
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
2
4
)

高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口
の
開
設

愛
媛
県
で
は
、
近
年
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
高
齢
者
虐
待
」

に
つ
い

て
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
口
年
度
か
ら
愛
媛

県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に

「
高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
来
所
の

い
ず
れ
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

相
談
日
時

毎
月
第
1
、
第
3
金
曜
日

午
後
1
時
1
午
後
4
時

場

所

愛
媛
県
高
齢
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
(
松
山
市
道
後
2
丁
目
)

8
0
8
9
・9
2
6
・0
8
0
8

F
A
X
0
8
9
・9
2
6
・0
1
7
7

編

集

後

記

一

毎
日
上
昇
す
る
気
温
計
。
事
務
所

…

…
か
ら
見
え
る
青
空
を
見
る
た
び
に

…

日
「
あ
っ
そ

1
」
と
思
い
つ
つ
、
カ
メ

…

日
ラ
片
手
に
取
材
現
場
へ
出
発
1

…

取
材
帰
り
は
、
日
焼
け
と
汗
で

…

日
い
つ
も
パ
テ
パ
テ
で
す
。

…。… |救急当番病院 l

宮)

曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

市立大 洲 病院 (西大洲)
ft 24 -2151 

加戸病
包 24-5101 

大 洲記念病院 (徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院(東大洲)
ft 24 -4551 

森)

院(若

月・火曜日

目

日

金~日曜日

曜

曜

7)< 

木

-・=I :~壇EktiszEVFEEtEE--

浜)

谷)

宮)

谷)

口)

(東大洲)

米 川医
2i 52ー 0165

回 渡クリ ニ ッ ク (新

2i 25 -3217 

末光限
公 24-1500 

回 渡クリ ニ ッ ク(新

2i 25 -3217 

いんなみ眼科・神経内科(田

宮 24-0700 

西 原 耳 鼻 咽喉 科

2i 23 -3366 

院(長

科 (若

7月3日(日)

7月10日(日)

7月17日(日)

7月18日開)

7月24日(印

今月の納期

固定資産税 (2期}

固毘健康保険税(1期)

介護保険料(1期)

納期限は8月1日です。
7月31日(日)

税 月IJ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市県民税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定資産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護保険料(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

5月末
昨年同期

現在

件 数 159 127 

負傷者 220 167 

死 者 3 2 

一一一一 19



日時 8月ワ日{日}
受付午前8時30分~午前9時
レース午前 9時20分~午後3時
鹿野川湖漕艇楊所

一容

場

雨
ドラゴンボートは、漕ぎ手8人、舵取り 1人、
伴奏1人の計10人でチームを組んで、往復450
mでレースを行います。
地域、職場、グループなど奮ってご参加下さい。

(賞金) 1位 10万円、 2位 8万円、3位 5万円ほか
豪華賞品、参加賞もあります。

参加料 3，000円

問い合わせ先
第10回ドラゴンボート大会実行委員会
(肱川支所企画商工課内)334-2311 (内線211)

大洲の野F鳥 No.6

日 時 8月6日{土}午前10時~午後9時30分
会場 赤橋広場、環蹟緑地

環境緑地では、午前10時から翌日にかけて、全国の
ハーレーダビットソン数百台が集いマイルハイ・ロン
グ、ビーチと銘打った楽しいイベントが開催されます。
赤橋広場の砂浜で夏まつり&水着撮影会やビーチ
バレー大会が開催され、夕方、新市誕生を記念し
て、長浜中学校のブラスパンド演奏、太鼓の演奏・
畳年おどり・ソーラン踊りなどが行われます。

フマラー
赤橋のイルミネーションと1，200発の花火が、夜空と川
面に光のショーを繰り広げます。

※長浜ふれあい会館で、第9固ながはま赤橋夏まつり俳
句大会が開催されます。

問い合わせ先
ながはま赤橋夏まつり実行委員会
(長浜町観光協会内)352-1111 (内線38)

アオバズク(青葉木蒐}フクロウ目フクロウ科全長 29cm

ハトぐらいの大きさのフクロウ。 4月の末に子育てのために南
の固からやって来ます。(帰ってくる?)大木の樹洞で子育てする

ため、神社などで割と人目にふれることも多いようです。フクロ

ウ類の羽は特別な形になっていて、羽ばたいたり、飛び立つとき、

羽音が出ない仕組みになっています。そのため暗い夜、走り回る

ネズミなどを気付かれずに捕まえることができます。このアオパ

ズクは大型の見虫も大好きで、街灯にもよく姿を現します。

時には夜、外に出て野外の声を聞いてみてください。「ホウホウ

ホウJと聞こえたら、間違いなく近くにいます。地方の人は、 「デ
シコシ」とも呼んでいます。

NPO法人 かわうそ復活プロジェクト ① 
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出生 24人(-1 ) 死亡 52人(+9) 
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(平成17年5月31日現在) 面積 432.2kni 
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